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 ＥＳＲ年代測定は、自然放射線によって生成し、鉱物中に蓄積する不対電子をＥＳＲ（電子スピン共鳴）に

よって定量することによって行われる。石英はこのＥＳＲ年代測定法が適用できる鉱物であり、地球表面に普遍的

に存在する鉱物であるため、さまざまな年代測定に応用できる。 

 Ikeya et al. (1982) において断層活動のＥＳＲ年代測定の可能性が示されて以来、そのＥＳＲ年代測定の

技術の開発と、断層活動による信号のリセットの機構が議論されてきた。断層運動を模擬するための石英粒子の摩

擦破壊実験がこれまでにも行われてきているが（Lee and Schwarcz, 1993 など）、一方で断層運動による摩擦加熱

がリセットの原因であると提案される（Fukuchi, 1989）など、課題は多い。摩擦破壊実験が行われた当時は高速

の断層運動を模擬する装置がなかったが、本研究では最近開発された高速摩擦実験装置を用いてより現実の断層に

近い条件で石英粒子の摩擦破壊実験を行い、信号の減衰の様子を調べた。 

 0.5-1mmの石英粒子を直径2.5cmのガブロの円柱の間にはさみ、テフロンのガイドでこぼれないように支えた。

30kgの荷重のもとで、一方のガブロを毎分800-1500回転の速度で10-40秒回転させ破砕した石英粉末を回収した。

石英中の不純物に関連して準安定状態にある不対電子（Al, Ti-Li, Ge 中心）は減衰したが、今回の実験条件で完

全には消滅しなかった。加熱実験と比較することで摩擦実験中の温度を推定すると、200-400℃という値が得られ

た。 
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